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御

挨

拶

幹
事
長
　
　
　
平

形
　
精

一

―
―
あ
ら
ゆ
る
書
法
は
す
べ
て
出
つ
く
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
―
―
　
篠
田
桃
紅
の
こ
の
衝
撃

的
な
こ
と
ば
を
目
に
し
た
の
は
私
が
二
十
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、

青
山
杉
雨
先
生
の
「
書
道
と
い
う
特
殊
な
芸
術
領
域
は
、
今
日
あ
る
ま
ま
の
条
件
の
中
で
革
新

し
進
歩
し
て
い
く
べ
き
道
が
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。」（『
書
道
講
座
七
』）
の
一
文
に
救
わ

れ
、
意
を
強
く
し
て
師
と
仰
ぎ
、
本
格
的
に
書
の
道
に
歩
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨

秋
の
三
学
会
合
同
懇
親
会
場
花
月
会
館
の
ロ
ビ
ー
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
桃
紅
女
史
の
水
墨
抽
象

作
品
は
、
そ
の
若
か
り
し
頃
の
こ
と
を
久
し
ぶ
り
に
回
想
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
の
全
国
大
学
書
道
学
会
旭
川
大
会
は
、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
矢
野

敏
文
教
授
の
御
尽
力
に
よ
り
、
十
月
二
日
（
土
）
に
同
校
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
よ
り
担
当
校
の
決
定
は
遅
れ
ぎ
み
で
し
た
が
、
教
大
協
書
道
教
育
部
門
代
表
の
長
野
先
生

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
本
学
会
は
最
終
日
に

組
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
帰
り
の
交
通
事
情
を
考
慮
し
、
記
念
講
演
を
割
愛
す
る
と
い
う
思
い
切

っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
分
科
会
方
式
を
と
ら
ず
に
、
院
生
を
中
心
と
し
た
八

件
の
研
究
発
表
を
同
一
会
場
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
内
の
中
心
地
に
あ
る
三
八
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
会
員
書
作
展
も
含
め
、
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
関
係
各
位
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
当
日
の
総
会
で
は
恒
例
の
議
題
に
加
え
、
二
つ
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一

つ
は
役
員
規
約
の
一
部
改
正
で
す
。
近
年
、
大
学
教
員
の
業
務
が
多
様
化
し
地
方
幹
事
が
幹
事

会
に
出
席
し
に
く
い
現
状
に
鑑
み
、
増
員
す
る
こ
と
に
よ
り
幹
事
会
の
活
性
化
を
図
っ
た
も
の

で
す
。
従
来
、
地
方
幹
事
は
九
名
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
「
各
地
区
原
則
二
名
、

会
務
担
当
若
干
名
」
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
会
務
担
当
幹
事
の
新
設
は
、
常
任
幹
事
の
会

務
負
担
を
軽
減
し
、
若
手
の
会
員
を
登
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
円
滑
な
世
代
交
代
を
企
図
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
発
足
当
初
よ
り
親
し
ん
で
き
た
「
幹
事
長
」
名
を
他
の
学

会
の
呼
称
に
な
ら
い
、「
理
事
長
」
に
改
め
ま
し
た
。
形
が
整
い
つ
つ
あ
る
近
年
の
本
学
会
の

実
情
に
照
ら
し
た
処
置
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

二
つ
は
「
高
等
学
校
書
道
免
許
状
テ
キ
ス
ト
」（
仮
題
）
の
刊
行
で
す
。
か
ね
て
よ
り
各
大

学
で
開
講
す
る
免
許
状
取
得
に
必
要
な
授
業
科
目
に
対
応
す
る
テ
キ
ス
ト
を
望
む
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
機
に
、
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
編

集
・
発
行
す
る
も
の
で
す
。
小
・
中
学
校
の
書
写
に
つ
い
て
は
『
明
解
・
書
写
教
育
』（
全
国

大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
）
が
あ
り
ま
す
が
、
高
校
書
道
の
内
容
に
つ
い
て
は
書
の
専
門
的

な
知
見
を
ふ
ま
え
る
こ
と
の
妥
当
性
か
ら
、

常
任
理
事
会
で
検
討
を
重
ね
、
決
定
に
ふ
み

切
り
ま
し
た
。役
員
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
執
筆
い
た
だ
く
よ

う
編
集
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の

御
支
援
・
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
の
学
会
は
齋
木
先
生
の
御
配
慮
で
茨

城
大
会
と
決
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は

三
十
八
年
前
、
秋
田
大
学
に
赴
任
し
た
親
友

長
沼
氏
と
一
緒
に
参
加
し
た
初
め
て
の
学
会

の
地
で
懐
か
し
く
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
会
員
が
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
学
書
道
学
会

会
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「
全
国
大
学
書
道
学
会

平
成
二
十
二
年
度
（
旭
川
）
大
会
」
を
終
え
て

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
　
　
　
矢

野
　
敏

文

全
国
大
学
書
道
学
会
、
平
成
二
十
二
年
度
（
旭
川
）
大
会
の
会
場
校
を
お
引
き
受
け
し
ま

し
た
が
、
国
立
大
学
法
人
と
し
て
は
日
本
最
北
端
の
地
に
位
置
す
る
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

ゆ
え
に
、
は
た
し
て
ど
の
く
ら
い
の
先
生
方
の
参
加
が
得
ら
れ
る
の
か
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
も
、
大
学
書
道
三
学
会
が
開
催
さ
れ
る
１
週
間
前
の
旭
川
は
天
候
が
悪
く
六
、
七

度
前
後
の
気
温
で
、
当
地
に
暮
ら
す
私
た
ち
で
も
寒
さ
が
身
に
し
み
て
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
三
学
会
が
開
催
さ
れ
る
二
日
ほ
ど
前
か
ら
回
復
し
、
温
か
な
小
春
日
和
の
な
か
で
十

月
二
日
を
迎
え
、
本
学
会
に
は
五
十
名
に
近
い
先
生
方
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

種
々
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
全
国
各
地
か
ら
多
数
の

方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
朝
か
ら
の
開
会

式
、
総
会
に
引
き
続
き
、
午
前

に
は
三
本
の
研
究
発
表
、
午
後

に
は
五
本
の
研
究
発
表
が
あ
り
、

先
進
的
な
研
究
と
と
も
に
充
実

し
た
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
旭
川
の
地
に
ま
で
足
を

運
び
、
鋭
意
研
究
を
継
続
さ
れ

る
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

ま
た
、
併
催
の
学
会
会
員
書
作
展
に
は
四
十
七
点
の
玉
作
の
出
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
様
な
思
い
や
錬
達
の
技
法
が
紙
面
に
展
開
し
、
華
や
い
だ
作
品
展
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
も
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
地
旭
川
は
、
高
等
学
校
の
書
道
部
な
ど
の
若

い
世
代
か
ら
、
生
涯
教
育
と
し

て
、
あ
る
い
は
中
央
展
に
出
品

し
作
家
活
動
を
続
け
る
者
ま

で
、
非
常
に
書
道
の
盛
ん
な
と

こ
ろ
で
す
。
全
国
各
地
で
活
躍

さ
れ
る
会
員
の
方
々
の
多
様
な

書
風
の
作
品
群
は
、
当
地
の
書

の
愛
好
家
に
も
大
変
な
刺
激
を

与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
学
会
に
参
加
さ
れ
た
皆

様
は
、
旭
川
近
隣
の
大
自
然
に

接
す
る
い
と
ま
も
な
く
お
帰
り

に
な
っ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し

ま
す
。
大
雪
山
連
峰
、
旭
山
動

物
園
、
美
瑛
の
丘
陵
地
帯
、
優

良
な
温
泉
、
旬
の
新
鮮
な
食
材
、

三
浦
綾
子
文
学
館
、
彫
刻
美
術

館
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
堪
能
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
旭
川
を
訪
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

大会会場入口

学会会員書作展
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全国大学書道学会 平成22年度（旭川）大会 開会式／総会 次第

日　　時　　平成22年10月２日（土）
会　　場　　北海道教育大学旭川校
開催大学　　北海道教育大学旭川校

●９：00 受付（参加費　会員4,000円　準会員（大学院生）2,000円）

●９：30 開会式／総会（L301教室） 総合司会　事務局

●10：30 ～ 12：10 研究発表　午前の部
【Ｌ301教室】 司　会：長沼　雅彦（秋田大学）
10：30～11：00

趙之謙の楷書における逆入平出について 新潟大学大学院 修士課程１年 波多野彩佳
11：05～11：35

傅山の小楷に関する一考察　―自身の書論及び作品との比較を通して― 新潟大学大学院 修士課程２年 福田　紗季
11：40～12：10

唐王朝の王室における書風の形成と継承について　―太宗の書を中心として― 東京学芸大学大学院 修士課程２年 黒丸　寛子

●12：10 ～ 13：10 昼　食

●13：10 ～ 14：50 研究発表　午後の部（１）
【Ｌ301教室】 司　会：横田　恭三（跡見学園女子大学）
13：10～13：40

石如の落款と印に関する一考察 新潟大学大学院 修士課程２年 土田　奈美
13：45～14：15

阮元と朱為弼　―『積古斎鐘鼎彝器款識』の編纂活動を中心として― 立教新座中学校・高等学校 講師 草津　祐介

14：20～14：50
四天王寺国際仏教大学恩頼堂文庫蔵『教長卿口伝三十五条』についての一考察 日本大学大学院 博士課程１年 金子　　馨

●14：50 ～ 15：05 休　　憩

●15：05 ～ 16：10 研究発表　午後の部（２）
【Ｌ301教室】 司　会：鈴木　晴彦（日本大学）
15：05～15：35

明治・大正篆刻史における旧派と新派 鎌倉女子大学短期大学部 専任講師 杉山　勇人
15：40～16：10

北魏墓誌と造像記の接点　―洛陽龍門第一四四三窟を利用して― 愛媛大学 准教授 東　　賢司

●16：10 閉　会

１．開会のことば 横田　恭三（跡見学園女子大学）
２．開催大学あいさつ 北海道教育大学旭川校 矢野　敏文　先生
３．会長あいさつ 野中　浩俊（新潟大学名誉教授）
４．幹事長あいさつ 平形　精一（静岡大学）
５．議事 議　長 風岡　正明（愛知教育大学）
１）平成21年度事業報告 → 資料１ 石井　　健（東京学芸大学）
２）平成21年度決算報告 → 資料２ 柿木原くみ（相模女子大学）
３）平成21年度監査報告 ＊議長代読
４）平成22年度事業計画（案）→ 資料３ 石井　　健（東京学芸大学）
５）平成22年度予算（案）→ 資料４ 柿木原くみ（相模女子大学）
６）規約の一部改正について → 資料５ 石井　　健（東京学芸大学）
７）その他
６．その他
１）学会誌について 横田　恭三（跡見学園女子大学）
２）次年度開催大学あいさつ 齋木　久美（茨城大学）
３）新入会員紹介→資料７ 事務局
４）その他
高校書道教員免許対応テキストについて 横田　恭三（跡見学園女子大学）

７．閉会のことば 鈴木　晴彦（日本大学）



（平成22年） ５月９日 常任幹事会／三学会合同役員会（平成22年度旭川大会について）
５月中旬～ 旭川大会第１次案内作成
６月１日 旭川大会第１次案内、会員票、会員書作展出品要項、学会誌、会報、等 発送
６月30日 旭川大会研究発表応募締切日
７月11日 常任幹事会（旭川大会、研究発表者及び発表順、総会議事案、高校書道教員免許対応

テキスト 等 について）
８月５日 会員書作展作品送付締切日
９月８日 旭川大会第２次案内、発表要旨集、発送
９月24日 学会誌論文投稿申込受付締切日
９月28日～10月３日 平成22年度会員書作展（三八ギャラリー）
10月1日 幹事会（研究発表、総会議事案、規約改正、高校書道テキスト 等 について）

三学会合同懇親会（花月会館）
10月２日 平成22年度旭川大会（総会、研究発表）
11月20日 学会誌論文投稿締切日

平成22年度　全国大学書道学会事業計画（案）→承認資料３
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（平成21年）５月17日 常任幹事会／三学会合同役員会（平成21年度広島大会について）
５月中旬 広島大会第１次案内作成
５月28日 広島大会要項（第１次）、会員書作展出品要項、会員書作展図録、学会誌、会員票、

会費払込用紙 等 発送
７月10日 広島大会研究発表応募締切日　
７月28日 常任幹事会（広島大会、発表者及び発表順、総会議事案、役員改選 等 について）
８月10日 会員書作展作品送付締切日
９月８日 広島大会要項（第２次）、発表要旨集発送
９月10日 学会誌論文投稿申込締切日
10月23日 幹事会（広島大会、役割分担確認、総会議事検討）
10月24日 平成21年度（広島）大会（総会、研究発表、対談）／三学会合同懇親会
９月24～25日 平成21年度会員書作展（安田女子大学）
11月20日 学会誌投稿論文受付締切日　
11月下旬～ 研究発表論文査読
12月22日 常任幹事会（査読結果確認及び学会誌の発行について）

（平成22年）１月～３月 学会誌編集
３月27日 常任幹事会／三学会合同役員会（広島大会反省、22年度旭川大会について）

平成21年度　全国大学書道学会事業報告→承認

平成21年度全国大学書道学会決算報告→承認

上記の通り報告いたします。 平成21年９月97日 事務局会計担当　　柿木原くみ　　�

以上相違ありません。 平成21年９月17日 監　　　　　査　　大橋　修一　　�

同　　　　　岡本　直人　　�

資料１

資料２

Ａ［ 収入の部 ］
１）平成20年度からの繰越金 707,774円
２）平成21年度会費収入（221名） 1,561,000円
３）雑収入（預金利子） 627円

合　 計　（Ａ） 2,269,401円

Ｂ［ 支出の部 ］
１）広島大会運営費補助（含む講師謝礼50,000円） 170,000円
２）幹事会費（幹事会費204,901円、交通費185,550円） 390,451円
３）通信費 85,100円
４）印刷費（学会誌、会報〔会員書作展ページを含む〕） 499,800円
５）事務費（事務費53,337円、会費払込手数料22,480円を含む） 75,817円
６）予備費（東方学会／年会費6,000円） 6,000円

合　 計　（Ｂ） 1,227,168円

（Ａ）総収入　－（Ｂ）総支出　＝　残高
2,269,401円 － 1,227,168円 ＝　1,042,233円（次年度繰越金）
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《 改正の趣旨 》

昨今、大学教員の業務が多様化するとともに増大し、役員会を含めた学会への参加も年々難しくなってきている。
地方幹事の増員について、公務等により、地方幹事が幹事会に出席できないケースが増えているが、増員により、欠席によ

る審議への影響を少なくし、幹事会の活性化をはかりたい。
会務担当幹事の新設は、常任幹事の会務負担を軽減し、また、とくに、若手の会員を会務担当幹事に登用することによって、

学会の諸活動の活性化をはかり、円滑な世代交代を企図するものである。
役員及び運営組織の名称についても、現行の名称から、一般的に用いられている名称に変更したい。
本改正により、現行規約において、幹事長、常任幹事、地方幹事と称している役員の名称を、学会の一般的な役員名称であ

る理事長、常任理事、理事（地区担当）に改め、理事（地区担当）の定員を各地区原則２名とする。
また、理事（会務担当）の新設については、常任理事の会務負担を軽減し、また、とくに、若手の会員を会務担当幹事に登

用することによって、学会の諸活動の活性化をはかり、役員の円滑な世代交代が行えるようにする。

《 現　行 》

第七条　本会に左の役員を置き、会の運営を計る。
１　会　長　　一名
２　副会長　　若干名
３　幹事長　　一名
４　常任幹事　若干名（庶務会計幹事を含む）
５　地方幹事　九名
６　監　査　　二名
会長・副会長は、幹事の推薦による。
幹事長・常任幹事及び監査は、総会によって選出し、地方幹事は、各地区から一名選出する。
幹事長は、必要に応じ、常任幹事の中から副幹事長（一名）を指名することができる。
役員の任期は二年とする。

《 改正案 》

第八条　 本会に左の役員を置き、会の運営を計る。
１　会　長　　一名
２　副会長　　若干名
３　理事長　　一名
４　常任理事　若干名
５　理事（地区担当） 各地区原則二名

地方幹事の増員ならびに会務担当幹事の新設に係る規約改正（案）→承認資料５

11月下旬～12月中旬 論文査読
12月下旬 常任幹事会（査読結果及び学会誌について）

（平成23年） １月～３月 学会誌編集
５月中～下旬 常任幹事会／三学会合同役員会（旭川大会反省、23年度茨城大会について）

平成22年度全国大学書道学会予算（案）→承認資料４

Ａ［ 収入の部 ］
１）平成21年からの繰越金 1,042,233円
２）平成22年度会費収入（200名） 1,200,000円
３）雑収入（預金利子） 800円

合　 計　（Ａ） 2,243,033円

Ｂ［ 支出の部 ］
１）旭川大会運営費補助 120,000円
２）幹事会費

会議費 200,000円
交通費 200,000円

３）通信費 100,000円
４）印刷費

学会誌・会報 500,000円
発送用封筒 50,000円

５）事務費（消耗品費、事務補助費、会費払込手数料を含む） 100,000円
６）予備費 973,033円

合　 計　（Ｂ） 2,243,033円
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【会　員】（８名）
山内　常正（静岡大学非常勤講師）
中澤　　功（静岡文化芸術大学非常勤講師）
杉崎　哲子（名古屋国際中学校高等学校教諭）
名部　勝美（淡海書道文化専門学校教授）
平田　光彦（岩手大学准教授）
下田　章平（筑波大学博士特別研究員）
弘中　雄太（日本習字教育財団）
中元　雅昭（日本大学通信教育部）

【準会員】（11名）
重友　克夫（武蔵野大学大院修士課程／推薦者：廣瀬裕之） 陳　　佳麟（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：加藤祐司）
土田　奈美（新潟大学大学院修士課程／推薦者：角田勝久） 黒丸　寛子（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：橋本栄一）
福田　紗季（新潟大学大学院修士課程／推薦者：鶴田一雄） 河合　洋輔（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：加藤祐司）
森山　華那（福岡教育大学大学院修士課程／推薦者：坂井孝次） 西川　竜矢（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：長野秀章）
井上　　悠（武蔵野大学大学院修士課程／推薦者：廣瀬裕之） 仁田幸一郎（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：長野秀章）
海野　陽子（東京学芸大学大学院修士課程／推薦者：加藤祐司）

【退会・退会申出者】 田中　　有　　　加藤　僖一　　　矢萩　喜孝　　　吉澤　義和　　　齋藤千鶴子　　　八長　康晴

平成22年度（広島大会以後、旭川大会まで）新入会員・準会員／退会者資料７

参　　与 加藤　達成　　　渡辺富美雄　　　吉田　　繁　　　城所　　正　　　小木　良一
会　　長 野中　浩俊（新潟大学名誉教授）
副 会 長 前田舜次郎（元跡見学園女子大学教授）

理 事 長 平形　精一（静岡大学）
副理事長 横田　恭三（跡見学園女子大学）［学会誌編集担当］
常任理事 鶴田　一雄（新潟大学） ［学会誌編集担当］

鈴木　晴彦（日本大学） ［学会誌編集担当］
柿木原くみ（相模女子大学） ［事務局・会計担当］
石井　　健（東京学芸大学） ［事務局・庶務担当］

理事（地区担当）
［北海道］ 辻井　義昭（北海道教育大学）
［東　北］ 玉澤　友基（岩手大学）
［北　陸］ 押木　秀樹（上越教育大学）
［関　東］ 森岡　　隆（筑波大学）
［東　海］ 風岡　正明（愛知教育大学）
［近　畿］ 前島　良彦（大阪教育大学）
［中　国］ 日比野貞勝（広島文教女子大学）
［四　国］ 東　　賢司（愛媛大学）
［九　州］ 竹之内裕章（佐賀大学）

監　　査 大橋　修一（埼玉大学）
岡本　直人（元帝京大学講師）

全国大学書道学会　役員一覧表（平成22年４月から平成24年３月まで）資料６

６　理事（会務担当） 若干名
７　監　査　　二名
会長・副会長は、理事会の推薦により選出する。
理事長・常任理事及び監査は、総会によって選出する。理事（地区担当）は、各地区から原則二名を選出する。理事
（会務担当）は、必要に応じ、理事長が若干名を指名する。
理事長は、必要に応じ、常任理事の中から副理事長（一名）を指名することができる。
役員の任期は二年とする。

＊その他、現行規約中の幹事長、常任幹事、地方幹事、常任幹事会、地方幹事会の名称を理事長、常任理事、理事（地区担当）、
常任理事会、理事会に改め、規約の整備をはかる。
＊本改正は平成23年４月１日より施行する。
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国
立
大
学
名
誉
教
授

衣
川
　
彰
人
　
　
愛
知
県
　
　
愛
知
教
育
大
学

金
　
　
敬
順
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

木
村
　
博
昭
　
　
愛
知
県
　
　
愛
知
教
育
大
学

木
本
　
滋
久
　
　
奈
良
県
　
　
高
野
山
大
学

草
津
　
祐
介
　
　
東
京
都
　
　

九
澤
　
亮
子
　
　
富
山
県
　
　
県
立
新
湊
高
等
学
校

久
多
見
　
健
　
　
熊
本
県
　
　
尚
絅
大
学

沓
名
健
一
郎
　
　
愛
知
県
　
　
名
古
屋
市
立
大
学

熊
坂
　
尚
史
　
　
東
京
都
　
　
巣
鴨
中
・
高
等
学
校

久
米
　
　
公
　
　
千
葉
県
　
　
元
四
国
大
学

倉
本
　
優
子
　
　
福
岡
県
　
　
福
岡
女
子
短
期
大
学

黒
田
　
悟
史
　
　
埼
玉
県
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

黒
田
　
忠
志
　
　
広
島
県
　
　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

黒
野
　
貞
夫
　
　
愛
知
県
　
　
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授

黒
丸
　
寛
子
　
　
埼
玉
県
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

見
城
　
正
訓
　
　
静
岡
県
　
　
静
岡
大
学

黄
　
　
燕
峰
　
　
東
京
都
　
　

高
口
　
盛
幸
　
　
福
岡
県
　
　
県
立
朝
羽
高
等
学
校

小
浦
　
直
人
　
　
福
岡
県
　
　
県
立
ひ
び
き
高
等
学
校

小
木
　
良
一
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

小
竹
　
正
高
　
　
岡
山
県
　
　
岡
山
明
誠
学
院
高
等
学
校

小
西
　
憲
一
　
　
香
川
県
　
　
香
川
大
学

小
浜
　
大
明
　
　
長
野
県
　
　
信
州
豊
南
短
期
大
学

小
林
　
　
圭
　
　
茨
城
県
　
　
茨
城
町
立
梅
香
中
学
校

小
林
比
出
代
　
　
長
野
県
　
　
県
立
松
本
深
志
高
等
学
校

小
林
留
美
子
　
　
福
井
県
　
　
県
立
丹
生
高
等
学
校

小
原
み
ど
り
　
　
長
野
県
　
　
県
立
赤
穂
高
等
学
校

込
谷
　
陽
壱
　
　
東
京
都
　
　

齋
木
　
久
美
　
　
千
葉
県
　
　
茨
城
大
学

坂
井
　
昭
彦
　
　
新
潟
県
　
　

坂
井
　
孝
次
　
　
福
岡
県
　
　
福
岡
教
育
大
学

佐
々
木
佑
記
　
　
東
京
都
　
　
台
東
区
立
書
道
博
物
館

佐
藤
　
敏
次
　
　
神
奈
川
県
　
東
京
家
政
学
院
大
学

佐
藤
　
英
樹
　
　
千
葉
県
　
　
早
稲
田
大
学
高
等
学
校

佐
藤
　
雄
司
　
　
新
潟
県
　
　
県
立
津
南
高
等
学
校

塩
出
智
代
美
　
　
広
島
県
　
　
安
田
女
子
大
学

重
友
　
克
美
　
　
東
京
都
　
　
武
蔵
野
大
学
大
学
院

小
竹
　
光
夫
　
　
兵
庫
県
　
　
兵
庫
教
育
大
学

渋
谷
み
ど
り
　
　
静
岡
県
　
　
静
岡
大
学
大
学
院

清
水
　
文
博
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学

下
田
　
章
平
　
　
茨
城
県
　
　
筑
波
大
学

下
田
真
奈
美
　
　
宮
城
県
　
　
宮
城
教
育
大
学

白
石
　
一
貴
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

白
鳥
ゆ
う
子
　
　
神
奈
川
県
　
立
正
大
学

城
間
　
圭
太
　
　
東
京
都
　
　
都
立
駒
場
高
等
学
校

進
藤
　
英
幸
　
　
千
葉
県
　
　
了
徳
寺
大
学

神
野
　
雄
二
　
　
熊
本
県
　
　
熊
本
大
学

水
田
至
摩
子
　
　
埼
玉
県
　
　
畠
山
記
念
館

杉
浦
　
妙
子
　
　
東
京
都
　
　
二
松
学
舎
大
学

杉
崎
　
哲
子
　
　
愛
知
県
　
　
名
古
屋
国
際
中
学
校
高
等
学
校

杉
村
　
邦
彦
　
　
三
重
県
　
　
四
国
大
学

杉
山
　
勇
人
　
　
東
京
都
　
　
駒
場
東
邦
中
・
高
等
学
校

鈴
木
　
　
綾
　
　
千
葉
県
　
　

鈴
木
か
お
る
　
　
神
奈
川
県
　
東
京
家
政
学
院
大
学

鈴
木
　
慶
子
　
　
長
崎
県
　
　
長
崎
大
学

鈴
木
　
晴
彦
　
　
千
葉
県
　
　
日
本
大
学

鈴
木
真
理
子
　
　
千
葉
県
　
　
了
徳
寺
大
学

須
田
　
義
樹
　
　
北
海
道
　
　
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校

砂
川
さ
つ
き
　
　
福
岡
県
　
　

住
川
　
英
明
　
　
鳥
取
県
　
　
鳥
取
大
学

高
木
　
厚
人
　
　
千
葉
県
　
　
大
東
文
化
大
学

高
澤
　
浩
一
　
　
千
葉
県
　
　
二
松
学
舎
大
学

鷹
啄
　
知
美
　
　
埼
玉
県
　
　
県
立
妻
沼
高
等
学
校

高
橋
美
穂
子
　
　
神
奈
川
県
　

高
橋
　
克
匡
　
　
岩
手
県
　
　

高
柳
　
幸
雄
　
　
東
京
都
　
　
二
松
学
舎
大
学

滝
口
　
雅
弘
　
　
静
岡
県
　
　
静
岡
大
学

田
口
伊
基
子
　
　
千
葉
県
　
　
専
修
大
学

竹
嶋
　
秀
聡
　
　
三
重
県
　
　
県
立
松
阪
高
等
学
校

竹
之
内
裕
章
　
　
佐
賀
県
　
　
佐
賀
大
学

谷
口
　
邦
彦
　
　
広
島
県
　
　
安
田
女
子
大
学

田
畑
　
理
恵
　
　
東
京
都
　
　
東
星
学
園

玉
澤
　
有
基
　
　
岩
手
県
　
　
岩
手
大
学

田
村
　
　
実
　
　
徳
島
県
　
　
四
国
大
学

千
葉
　
里
香
　
　
千
葉
県
　
　
了
徳
寺
大
学

陳
　
　
　
天
　
　
福
岡
県
　
　

塚
本
　
　
宏
　
　
東
京
都
　
　
和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授

辻
　
　
尚
子
　
　
徳
島
県
　
　
四
国
大
学

辻
井
　
義
昭
　
　
北
海
道
　
　
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校

土
田
　
奈
美
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

角
田
　
勝
久
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学

津
村
　
幸
恵
　
　
千
葉
県
　
　
千
葉
大
学

鶴
田
　
一
雄
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学

陳
　
　
佳
麟
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

手
代
木
真
美
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

徳
泉
　
さ
ち
　
　
埼
玉
県
　
　
早
稲
田
大
学
大
学
院

利
光
亜
希
子
　
　
福
岡
県
　
　
県
立
博
多
青
松
高
等
学
校

土
橋
　
幸
正
　
　
広
島
県
　
　
比
治
山
大
学

平
成
二
十
二
年
度
全
国
大
学
書
道
学
会
会
員
・
準
会
員
一
覧



12

第９号 平成２３年 3月31日

新入会員推薦のお願い並びに入会申し込みについて
会員の皆様から、新入会員（準会員）をご推薦いただき、本会の一層の充実を図りたいと考えております。学会研究誌の最終ページの
申込書をコピーの上、お申し込みいただきたくお願い申し上げます。

〈入会手続き〉
＊「新入会員用会員原票（入会申込書）」に必要事項を記入の上、事務局・会計担当（下記所在地）まで郵送またはFAX（042－743－4717 )
してください。

＊新入会員用会員原票（入会申込書）の受領ならびに入会年度年会費の払い込みを確認した後、常任幹事会の承認を経て、総会で新入会員
（準会員）の報告をいたします。
＊年会費は、会員6,000円、準会員5,000円です。なお、大学院生（準会員）は、大学院修了後は、会員の資格として扱います。
＊送金は、事務局・会計担当まで郵便振替払込用紙（赤色用紙）をご請求いただき、郵便振替にてお願いいたします。（用紙の通信欄に、
「新入会員入会年度年会費」もしくは「新入準会員入会年度年会費」と明記してください。）
＊払込先は下記の通りです。

■口座番号　00110－9－613810 ■加入者名　全国大学書道学会
〈事務局・会計担当〉〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2－1－1

TEL 042－749－1405
相模女子大学学芸学部　柿木原研究室内　全国大学書道学会事務局（会計担当）

飛
田
　
博
昭
　
　
茨
城
県
　
　
県
立
那
珂
湊
第
二
高
等
学
校

富
久
　
和
代
　
　
徳
島
県
　
　
四
国
大
学

豊
口
　
和
士
　
　
神
奈
川
県
　
文
教
大
学

豊
島
　
嘉
穂
　
　
福
岡
県
　
　
四
国
大
学

豊
田
　
宗
児
　
　
奈
良
県
　
　
奈
良
教
育
大
学

直
井
　
　
誠
　
　
岐
阜
県
　
　
岐
阜
女
子
大
学

仲
川
　
恭
司
　
　
埼
玉
県
　
　
専
修
大
学

中
川
　
泰
一
　
　
兵
庫
県
　
　
関
西
大
学

中
川
　
寿
郎
　
　
兵
庫
県
　
　
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

中
澤
　
　
功
　
　
静
岡
県
　
　
静
岡
芸
術
文
化
大
学

中
嶋
　
章
乃
　
　
東
京
都
　
　

中
島
　
好
治
　
　
熊
本
県
　
　
県
立
牛
深
高
等
学
校

中
田
多
恵
子
　
　
静
岡
県
　
　
仏
教
大
学

中
元
　
雅
昭
　
　
東
京
都
　
　
日
本
大
学

長
沼
　
雅
彦
　
　
秋
田
県
　
　
秋
田
大
学

長
尾
　
秀
則
　
　
京
都
府
　
　
仏
教
大
学

長
野
　
秀
章
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学

名
部
　
勝
美
　
　
滋
賀
県
　
　
淡
海
書
道
文
化
専
門
学
校

成
瀬
　
靖
子
　
　
東
京
都
　
　
都
立
杉
並
高
等
学
校

西
　
恵
里
子
　
　
新
潟
県
　
　

西
川
　
竜
矢
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

西
口
　
雅
子
　
　
静
岡
県
　
　
静
岡
大
学

西
田
　
　
健
　
　
東
京
都
　
　

西
橋
　
靖
雄
　
　
奈
良
県
　
　
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授

西
山
　
明
美
　
　
兵
庫
県
　
　
武
庫
川
女
子
大
学

仁
田
幸
一
郎
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

野
中
　
浩
俊
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
名
誉
教
授

信
廣
　
友
江
　
　
広
島
県
　
　
安
田
女
子
大
学

萩
　
　
信
雄
　
　
広
島
県
　
　
安
田
女
子
大
学

橋
本
　
栄
一
　
　
埼
玉
県
　
　
東
京
学
芸
大
学

蓮
見
　
行
廣
　
　
東
京
都
　
　
東
洋
大
学

長
谷
川
千
恵
子
　
神
奈
川
県
　
県
立
茅
ヶ
崎
高
等
学
校

長
谷
川
昌
弘
　
　
愛
知
県
　
　
愛
知
学
院
大
学

波
多
野
彩
佳
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

服
部
　
一
啓
　
　
福
岡
県
　
　
福
岡
教
育
大
学

華
井
　
春
汀
　
　
岐
阜
県
　
　
滋
賀
文
教
短
期
大
学

馬
場
　
隆
徳
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

馬
場
　
美
幸
　
　
東
京
都
　
　

濱
田
　
瑞
美
　
　
神
奈
川
県
　
早
稲
田
大
学

林
田
俊
一
郎
　
　
熊
本
県
　
　
尚
絅
大
学

原
田
　
博
至
　
　
滋
賀
県
　
　
淡
海
書
道
文
化
専
門
学
校

樋
口
　
咲
子
　
　
群
馬
県
　
　
千
葉
大
学

東
　
　
賢
司
　
　
愛
媛
県
　
　
愛
媛
大
学

日
比
野
貞
勝
　
　
広
島
県
　
　
広
島
文
教
女
子
大
学

平
形
　
精
一
　
　
静
岡
県
　
　
静
岡
大
学

平
田
　
光
彦
　
　
岩
手
県
　
　
岩
手
大
学

平
原
　
温
子
　
　
東
京
都
　
　

廣
瀬
　
裕
之
　
　
東
京
都
　
　
武
蔵
野
大
学

弘
中
　
雄
太
　
　
滋
賀
県
　
　
日
本
習
字
教
育
財
団

福
島
　
一
浩
　
　
東
京
都
　
　
二
松
学
舎
大
学

福
島
　
　
肇
　
　
千
葉
県
　
　
和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授

福
田
　
紗
季
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

福
光
　
佐
今
　
　
大
阪
府
　
　
奈
良
教
育
大
学

藤
井
　
里
恵
　
　
神
奈
川
県
　
県
立
柏
陽
高
等
学
校

藤
川
　
直
人
　
　
東
京
都
　
　

藤
瀬
　
礼
子
　
　
千
葉
県
　
　
了
徳
寺
大
学

平
馬
季
三
代
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

法
水
　
光
雄
　
　
福
井
県
　
　
福
井
大
学

細
谷
菜
穂
子
　
　
千
葉
県
　
　
了
徳
寺
大
学

細
谷
　
恵
志
　
　
千
葉
県
　
　
了
徳
寺
大
学

本
多
　
和
宏
　
　
新
潟
県
　
　
県
立
巻
高
等
学
校

本
田
　
容
子
　
　
東
京
都
　
　

前
島
　
良
彦
　
　
大
阪
府
　
　
大
阪
教
育
大
学

前
田
舜
次
郎
　
　
東
京
都
　
　
元
跡
見
学
園
女
子
大
学

牧
　
　
愛
子
　
　
東
京
都
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

幕
田
　
　
隆
　
　
千
葉
県
　
　
千
葉
大
学

増
田
　
与
久
　
　
静
岡
県
　
　
浜
松
学
芸
高
等
学
校

増
永
久
美
子
　
　
熊
本
県
　
　

松
浦
　
　
貢
　
　
埼
玉
県
　
　
東
洋
大
学

松
尾
　
　
治
　
　
埼
玉
県
　
　
県
立
羽
生
高
等
学
校

松
尾
　
志
穂
　
　
長
崎
県
　
　

松
清
　
秀
一
　
　
鹿
児
島
県
　
鹿
児
島
大
学

松
永
　
恵
子
　
　
静
岡
県
　
　

松
本
　
貴
子
　
　
千
葉
県
　
　
大
東
文
化
大
学

松
本
　
仁
志
　
　
広
島
県
　
　
広
島
大
学

丸
山
　
香
織
　
　
兵
庫
県
　
　
立
命
館
大
学
大
学
院

圓
山
　
由
香
　
　
神
奈
川
県
　
県
立
久
里
浜
高
等
学
校

源
川
　
　
進
　
　
千
葉
県
　
　
二
松
学
舎
大
学

蓑
毛
　
政
雄
　
　
徳
島
県
　
　
四
国
大
学

宮
澤
　
正
明
　
　
山
梨
県
　
　
山
梨
大
学

宮
村
　
　
玄
　
　
静
岡
県
　
　
新
潟
大
学

宮
脇
　
玄
徳
　
　
北
海
道
　
　
札
幌
龍
谷
学
園
高
等
学
校

村
井
　
清
志
　
　
滋
賀
県
　
　
京
都
光
華
女
子
大
学
短
期
大
学
部

村
山
　
昌
央
　
　
北
海
道
　
　
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校

村
山
　
真
美
　
　
新
潟
県
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

森
　
　
常
雄
　
　
茨
城
県
　
　
茨
城
大
学

森
　
　
哲
之
　
　
広
島
県
　
　
広
島
文
教
女
子
大
学

森
岡
　
　
隆
　
　
茨
城
県
　
　
筑
波
大
学

森
上
　
洋
光
　
　
徳
島
県
　
　
四
国
大
学

森
下
　
　
弘
　
　
広
島
県
　
　
安
田
女
子
大
学

守
田
　
　
晃
　
　
福
岡
県
　
　
県
立
北
筑
高
等
学
校

森
山
　
華
那
　
　
福
岡
県
　
　
福
岡
教
育
大
学
大
学
院

森
山
　
秀
吉
　
　
熊
本
県
　
　
熊
本
県
立
大
学
／
尚
絅
大
学

八
木
　
宣
諦
　
　
東
京
都
　
　
武
蔵
野
大
学

安
原
　
亜
悠
　
　
岡
山
県
　
　

�
澤
も
も
こ
　
　
神
奈
川
県
　
横
浜
国
立
大
学
附
属
横
浜
小
学
校

柳
田
さ
や
か
　
　
東
京
都
　
　
�
友
学
園
中
学
校
高
等
学
校

矢
原
　
徳
子
　
　
広
島
県
　
　
尾
道
大
学

山
内
　
常
正
　
　
静
岡
県
　
　
静
岡
大
学

山
崎
真
由
美
　
　
東
京
都
　
　
都
立
新
宿
高
等
学
校

山
中
映
二
郎
　
　
神
奈
川
県
　
横
浜
市
立
大
学

山
本
　
　
興
　
　
島
根
県
　
　
県
立
松
江
北
高
等
学
校

山
本
　
祐
司
　
　
愛
知
県
　
　
安
城
学
園
高
等
学
校

湯
澤
　
　
聡
　
　
広
島
県
　
　
安
田
女
子
大
学

湯
之
上
尚
枝
　
　
広
島
県
　
　
安
田
女
子
大
学

横
田
　
恭
三
　
　
埼
玉
県
　
　
跡
見
学
園
女
子
大
学

吉
川
美
恵
子
　
　
奈
良
県
　
　
奈
良
教
育
大
学

吉
澤
　
龍
二
　
　
岐
阜
県
　
　
岐
阜
女
子
大
学

吉
田
　
　
繁
　
　
埼
玉
県
　
　
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

渕
脇
　
貴
子
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
富
美
雄
　
　
神
奈
川
県
　

和
田
　
圭
壮
　
　
福
岡
県
　
　
福
岡
教
育
大
学

和
田
　
幸
大
　
　
東
京
都
　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在

*

氏
名
を
五
十
音
順
に
配
列
し
、
居
住
地
の
都
道
府
県
名
、

所
属
を
記
し
た
。
所
属
に
つ
い
て
、
変
更
の
申
し
出
が

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
一
覧
に
掲
載
し
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

*

氏
名
、
都
道
府
県
、
所
属
に
変
更
あ
る
い
は
誤
り
が
あ

る
場
合
、
記
載
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
事
務
局
庶
務
担
当

ま
で
文
書
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

*

現
在
、
大
会
案
内
、
紀
要
、
会
報
等
は
ヤ
マ
ト
運
輸
の

メ
ー
ル
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
住
所
を
変
更
さ
れ
た

場
合
、
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
住
所
変
更
・
転
居
の

場
合
は
、
新
た
な
住
所
・
転
居
先
を
速
や
か
に
事
務
局

商
務
担
当
宛
文
書
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
正
確
・
迅

速
な
発
送
を
期
す
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。




